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Richardsonのhmelaにおける悪態語  
一人を表す喩えを中心として一  
脇本 恭子   
Asexaminedinourpreviouspapers，Richardson’s蝕melacontainsarichvarietyofexpres－  
Sions，Whetherendearingordepreciatory，Whichareappliedtomale／femalecharactersinthe  
novel．InsuccessiontoWakimoto（2007c），thepresentpapercontinuestoexaminetheterms  
OfabusefoundinPαmela．Thistime，Ourfocusofdiscussionisonthetemsuseda11usively  
Orfiguratively．Inngurativelanguage，areferentissubstitutedbyanotherwordorphrase  
Whichembodies，inamoreeffectiveway，thecentralfeaturesofthereferent．Itappearsquite  
likely，therefore，thatmost，ifnotall，Ofthosewhichare representedbysuchrhetorical  
devicesas‘metaphor’or‘metonymy’givemorevividandclearerimpressions．Ourpurpose  
hereinthispaperistwofold：且rsttoclassifysomeremarkableexamplesofsymbolicwordsin  
撤mela，andthentomakearoughcomparisonwithFielding’stwoparodiesofit．  
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1．悪の化身  
1．1‘Luci鎚ー，   
第一のセクションでは，まず，Pα椚の中ではも  
っぱらMr．Bに喩えられる‘Lucifer，から始めたい。  
‘Lucifer’は，元々ラテン語の“liic（i）－，lお（light）＋  
こ仲r（bearing）”という「光をもたらす（生ずる）も  
の」に端を発し，“uSed aspropername ofthe  
morningstar，”即ち「明けの明星」のことを指して  
いた。0ゆγdβわg～ね九β宜c昆0≠α用（以下0丘刀）の  
1．の定義も，同じ（”Themorningstar；theplanet  
Venuswhensheappearsintheskybeforesunrise．”  
（初例：clO50）である。他方，Pα肋で使用されて  
いる‘Lucifer，は，OEDの2．の方の定義“Therebel  
archangelwhosefallfromheavenwassupposedto  
bereferredtoinIsa．xiv．12；Satan，theDevil．’’（初  
例：α1000）である。即ち，旧約聖書「イザヤ書」  
の“Howartthoufallenfromheauen，OLucifer，  
SOnneOfthemorning？”（Isa．xiv．4）に言及される  
はじめに   
日本語に，「鬼」，「天狗」，「化物」，「三日坊主」  
など，想像上の怪物や宗教に関連した喩えがあるよ  
うに，英語にも，人を表す言葉には，様々な比喩表  
現が見られる。日本語と共通するものもあれば，文  
化的背景の違いから異なるものもある。また時代の  
移り変わりと共に，その語の持つ含み，ニュアンス  
や社会的評価，適性の程が変わるものもある。   
本論考では，脇本（2007c）に引き続き，  
RichardsonのPamela（1740，以下Pam）を資料と  
して，人を表す言葉の中でも悪態語・侮蔑語につい  
て，史的観点から分析する。折に触れては，Fielding  
による二つのパロディ5ねα肌e～α（1741，以下  
馳α刑），血s印ねA稚かeⅧ5（1742，以F仁m）一と比  
較・考察し，それぞれの作品に見られる悪態語の特  
徴を浮き彫りにしていく。1尚，今回は，象徴的な  
意味合いを持つ比喩表現を中心に扱う。  
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「堕天使ルシフェル」で，「魔王」（Satan）の別名で  
もある。2   
前述の通り，‘Lucifer，は，全てMr．Bに関係する  
場面に出てくる。このような「悪の権化」に喩えら  
れているのは，初めは善人の姿を装っていたMr．B  
が，途中でその本性を現し品格を定めたことに起因  
する。3  
（1a）Idaresay，heknewmeassoonashesawmy   
Face；butwasascunningasLucif＆・御mI・69）  
（1b）But，Oh！1ittledidIthink，itwasmywicked，   
WickedMaster，inaGownandPetticoatofhers，   
andherApronoverhisFaceandShoulders．What   
MeannesseswillnotLucifbrmake hisVotaries   
StOOPtO，tOgaintheirabominableEnds！  
（Pα椚Ⅰ．276）  
（1c）Why，SaidI，（Strugglingfromhim，andina   
greatPassion，）tobesure，yOuareLucif＆him－   
Self，intheShapeofmyMaster，OryOuCOuldnot   
usemethus．  （PamI．287）  
（1d）‥．；andseeinghimlookdispleased，Iheld   
myHandstogether，andwept，andsaid，Pray，Sir，   
forgiveme・No，Saidhe，rathersay，Pray，Lucij＆，   
forgiveme；andnow，Sinceyoutake meforthe   
Devil，howcanyouexpectanyGoodfromme－－  
（乃摘．）  
ちなみに，現代英語（以下，PE：PresentTday  
English）で‘Lucifer’が用いられるのは，主として  
「倣慢さ」が強調される“as妄型塑坦asLucifer”とい  
う直喩の形で，実際成句となっている。Pα偶には  
この強意直喩の例はなく，上記の（1a）に見られる  
“誠Cunni咽誠工祝C的γ”のみである。  
1．2 ‘Devil，  
‘Lucifer，の類義語のうち，Mr．Bに喩えられるもの  
には‘Devi1’がある。但し，他の類義語である‘Satan，’  
‘demon，，‘fiend’などは，作品中に一度も視れない。  
性別で言えば，原義に従って男性を対象とする方が  
多いが，4「女性にあるまじき」不徳な行為をする  
者，言い換えれば，“inexorableCruelty，andunwom－  
anlyWickedness”（fbmI．249）を有す“Disgraceof  
Womankind，，（PamI．278）で特徴付けられている  
者を喩える時には，（2b）のように，女性に対して  
も用いられる。  
（2a）．，inwhich，rePreSentingherselfas an  
AngelofLight，ShemakesherkindMasterand  
Benefactor，aDevilincarnate一一（OhowPeoplewill   
SOmetimes，thoughtI，Callthemselvesbytheir   
rightNames！－－）  御mI．37）  
（2b）Mrs・Jewkesisa塑‥ButinmyMaster’s   
OtherHouse you have notonefalse Heart，but   
myself．  （PamI．159）  
‘Devil，はJAに頻出するが，Pα仇の場合とは異な  
り，その多くが字義通りか，以下の（3a），（3b）のよ  
うに，意味内容のない虚辞（expletive）としての働  
きである。  
（3a）‘Whatthe Devildoyoumeanbythis，Mr．   
れ）Ⅷ－棚0祝Se？  （JA49）  
（3b）‘WhyBetty，John Chamberlain，Where些   
Devilareyouall？  GL464）  
（3c）Ianswered，Ibelievedthe塑hadputit   
intomyHeadtodrownmySelf；butitwasaFib；   
forIneversawthe DevilinmyLife，nOrIdon’t   
believehehathanythingtodowithme．  
（馳α肋338－39）  
1．3 ‘Scrateh，   
それでは，Fieldingのパロディでは，「悪の化身」  
を表すのに，どのような比喩が使われているのであ  
ろうか。この点について調べてみると，“Aname  
forthedevil”のことである‘Scratch，以外には殆ど  
ない。その意味では，ヴァリエーションに極めて乏  
しいと言える。Pamの場合と同様，Mrs．Jewkesを  
喩えるのに用いられている。0且βに“colloq．（now  
chieflydial．）’’と記されているように，5口語的な表  
現であり，前述の‘Lucifer，と比べると，言葉の重み  
が違う。  
（4）IvaluemyVartuemorethanIdoanythingmy   
Mastercangiveme；andsowetalkedafullHour   
andahalf，aboutmyVartue；andIwasafraidat   
nrst，ShehadheardsomethingabouttheBantling，   
butI ndshehathnot；tho’sheisasJealous，and   
SuSpicious，aSOldScratch．   （ざham337－38）   
WrightのEhglishDialectDictionary（以下且以））  
には，‘Scratch’がLancashire，Warwickshire，南部  
－ 74－   
Richardsonの撤melaにおける悪態語  
式な妻として認めると共に，礼儀を弁えるよう姉に  
要求している場面である。姉には理不尽としか思え  
ないその要求に，弟Mr．Bをヤラベアム（Jeroboam）  
に，新妻Pamelaを仔牛の像（Calf）に喩えて，以下  
のように答える。  
（5）Nomore，nOmOre，Ibeseechyou，Saidshe；   
thousurfeitestme，honestMan！withthyweak   
Folly．ThouaIIworsethananIdolater，thouhast   
madeagravenImage，andthoufa11estdownand   
WOrShippesttheWorks ofthineownHands；and，  
，hroboamlike，WOuldsthaveeverybodyelsebow   
のSomersetshire，Devonshireに加え，アメ1）カ方言  
であることが明記されている。6（4）の引用部では，  
‘01dScratch’となっているが，0尻D，且以）やPartridge  
・・、－．1Jり・・／八川りりいり．ヽ／りJ′†／り…／「…・＝〃什＝／Jり′′りJ  
動叩沈痛（以下，刀βUガ）によると，通常，このコ  
ロケーションで使われるとのことである。   
且ββにおける‘Scratch，の初例は1760年で，0且D  
では1740年である。また，刀βU君も，0月■βの初例  
年度をそのまま採り入れている。1755年出版の  
JohnsonのA仇c昆0彿αγy扉’肋eガれタ～ね九ムα彿g祝αge  
（以下，Jo九脱ぎOγも）には，この語はまだ収録されて  
いない。従って，本稿の資料である三作品が著され  
た18世紀中葉から，口語で使われ始めたのではな  
いかと推測される。即ち，当時は，耳新しい語であ  
ったのではないかと思われる。刀βUガには“Inlate  
C．19－20，mOStlydial．”と付記されており，PEにも方  
言としては残っている模様である。  
‘Scratch’の起源に関して，DSUHLこは“Exscrat，  
agoblin”と記されており，「悪鬼，小鬼」を表す  
‘scrat，に由来するとしている。7しかしながら，  
0且捌こは，この‘scrat，について，1855年の“Sbmt，  
Satan，generallywiththeprefix－－01d，‘AudScrat’．”の  
一例しか挙げられていない。‘d宜αJ．，の表示が付いて  
いるが，極めて稀な語のようである。”語源に関し  
ては，“Perh．repr．OE．＊scraua（？miswritten  
SCritta），app．（in spite ofthe difference ofsense）  
COrreSp．tO ON．skrattewizard，gOblin，mOnSter，  
mod．Icel．skmttidevil（MSw．skmttegoblin）；”と記載  
され，古英語（以下，OE：01dEnglish）の‘scratta’  
に，その源を辿っている。この‘scγα〃α，は，ゲルマ  
ン語族の中でも，古期北欧語（ON：01dNorse）に  
代表される北ゲルマン諸語の言葉に対応するもので  
ある。   
同人物の同様の性質を表すのに，Pα椚では，高  
尚なラテン語源の‘Lucifer，が使用されているのに対  
し，Shamでは，口語的な本来語の‘Scratch，である。  
まさに対照的である。Pamには‘Scratch，の例はな  
く，またその道に，Fieldingのパロディには，二作  
とも‘Lucifer，の例はない。  
2．旧約聖書「列王伝」の人物  
2．1‘Jeroboam，   
Mr．Bは，‘Lucifer’のみならず様々な比喩で表現  
されている。ここでは，旧約聖書の中でも，特に  
「列王伝」からの喩えを挙げておきたい。身分違い  
の結婚を強行したMr．Bは，姉のLadyDaversから  
手厳しい非難の言葉を浴びせられる。引用（5）は，  
このMr．Bが，かつての′J、閣僚いのPamelaを，正  
downbeforethyCalf！  （PαmII．255）  
ヤラベアムは剛勇な闘士で，ソロモン主に対し反  
乱を起こしたが，王の死後（紀元前10世紀頃に），  
北のイスラエル王国の初代の王となった人物であ  
る。民を南のユダ（Judah）王国にあるエルサレム  
の神殿に行かせないよう，ダンとベテルの地に金の  
仔午の像を置き，偶像崇拝を促すなど，イスラエル  
を罪へと導いた邪悪な主として知られる。   
0月■βも「列王伝」を引き合いに出して，“So  
Ca11edinallusiontoJeroboam，‘amightymanofval－  
Our’（1Kingsxi．28），‘whomadeIsraeltosin’（Ⅹiv．  
16）．’’と解説している。厳格一徹な姉の猛反対に怯  
むことなく立ち向かうMr．Bの剛胆ぶり（⇒反乱）  
と，周りの者に，偶像（＝〉Pamela）を拝ませよう  
とする異端者（Idolater）の姿を，ヤラベアムに重  
ね合わせている。新妻への崇拝とも言えるほどの溺  
愛ぶりに， 甚だ呆れる姉の様子が読み取れる。   
このLady Daversのスピーチには，‘thou，，  
‘thy／thine’が用いられている。二人称代名詞は，当  
時，通常の用法では既に‘you，＝your’であるが，古  
語の‘thou，も目下や同等の者の間ではまだ使われて  
いた。t）Richardsonの言語の研究者である  
Uhrstr6m（1907：110）に，“Theinterchangeofthou  
andyouisconstantlymadeuseOfbyRichardsonto  
markthedifferingemotionsofhischaracters．”と指  
摘されているように，‘you’から‘thou，への転換は，  
感情の高ぶりを示す指標となる。  
2．2 ‘JeIlu，   
Mr．Bに忠実に仕える僕も，悪の手先として様々  
な比喩で表現されている。例えば，以下の（6）では，  
上記の‘Jeroboam，の場合と同様，旧約聖書に出て  
くるイスラエルの王エヒウ（Jehu）からの引喩が見  
られる。紀元前9世紀頃，時の王アハブ（Ahab）を  
倒し，王家を滅亡に追いやったのが，このエヒウで  
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ある。特に兵事による猛攻で，その名が知られる。  
（6）Andhebow’dhisHeadtome，Whichmademe   
thenverygladhewouldtakesuchNoticeofme；   
andinIstepp’d，andwasreadytoburstwithGrief；   
andcouldonly，tillRobinbegantodrive，WaVemy   
WhiteHandkerchieftothem，WetWithmyTears．   
And，atlast，aWayhedrove，Jehu－1ike，aStheysay，   
OutOftheCourt－yard：AndItoosoonfoundIhad   
CauseforgreateranddeeperGrief．U）amI．133）   
‘Jehu，について，0且βも「列王伝」を参照して，  
“Inallusionto2Kingsix．20‘thedrivingislikethe  
drivingofJehuthesonofNimshi，forhedrivethfuri－  
ously’．”と解説を加えている。この“drivethfurious－  
1y”から拡大して，“a．Afastorfuriousdriver．，”“b．A  
driver，aCOaChman．’’を表すようになった訳である  
（但し，0且βには‘ね祝椚0γ0祝ざ，と記されており，おど  
ける場面で使われることが多いようである）。f）α偶  
の中でも，御者のRobinが登場する場面（上記の引  
用（6））に用いられている。Mr．Bからの指示の下，  
事情を知らないPamelaを監禁先へとまっしぐらに  
馬を走らせるのである。あたかも，Mr．Bのはやる  
気持ちを映し出すかのように。  
2．3 ‘Jezebel，   
通常は男性を対象とする‘Devil，が，女性にも向  
けられるということは，1．2の（2b）の例で述べた  
通りである。その‘Devil，に形容されているのが，  
Pamelaの監禁先，即ちMr．Bの別邸の女中頭である  
Mrs．Jewkesである。このMrs．Jewkesは，Pamの  
中では，Mr．B以上に多種多様な比喩で言い表され  
ている。中でも，旧約聖書に出てくる‘Jezebel’は，  
以卜の（7a），（7b）から窺えるように，典型的に彼  
女を象徴している。  
（7a）Why，Jezebel，SaidI，（Icouldnothelpit）   
WOuldyouruinmebyForce？－－Uponthisshegave   
meadeadlySlapuponmyShoulder：Takethat，   
Saidshe；WhoisityoucallJezebel？  
（Pα刑Ⅰ．168）  
（7b）ShetookmyHand roughly；Come，getup，   
Saidshe，andcomeina－doors！”I’uJe2ebelyou，I   
Willso！MWhy，dearMrs．Jewkes，SaidI”None of   
yourDears，andyourCoaxing！saidshe；Whynot  
Je2；ebelagain？T－ShewasinafearfulPassion，Isaw，   
andIwasoutofmyWits．ThoughtI，Ihaveoften   
heard Womenblam’dfortheirTongues；Iwish   
minehadbeenshorter．ButIcan’tgoin，SaidI，  
indeedIcan’t！L－Why，Saidshe，Can’tyou？I’11war－   
rantIcantakesuchathinBodyasyouare，under   
myAm，andcarryyouin，ifyouwon’twalk．You   
do ’tknowmyStrength．”Yes，butIdo，SaidI，tOO   
We11；andwi11younotusemeworse，WhenIcome  
in？”SoIarose，andshemutter’dtoherselfal1the   
Way，馳et beaJezebelwithme，thathadus’dme   
SOWell！andsuch－1ike．  
（Pα刑Ⅰ．169）  
このイゼベル（Jezebel）とは，上述のイスラエ  
ル王アハブの悪名高き妃のことであるが，0且工＝こ，  
“NameoftheinfamouswifeofAhabkingofIsrael（1  
Kingsxvi．31，Ⅹix．1，2，ⅩⅩi；2Kingsix．30－37）；hence  
used allusivelyforawicked，impudent，Oraban－  
donedwoman（Cf．Rev．ii．20）or払rawomanWho  
paintsherface．”と解説されているように，比喩的  
には，「邪悪な女性」や「厚化粧の女性」のことを  
灰めかす。   
さて，引用（7b）には“Ⅰ’11垂塑担you”という表  
現が見られる。‘Jezebel，が動詞として使用されてお  
り，興味深い。0月■上＝こは，発展的な用法として，  
“HenceJe2：ebelian，Jezebelical，Jezebelishaais．  
（nonce－Wds．），Ofthe characterof，OrreSembling，  
Jezebel．”という一連の形容詞を臨時語（nonce  
word）として挙げている。他方，動詞の用法にっ  
いては全く記載がなく，“nOnCeuSe”とも触れられ  
ていない。   
ちなみに，Richardsonは，‘madam，’‘woman’や  
‘wife，までも，以下のように動詞として用いている  
場合がある。  
（8）．．incametheCoachmanwiththeLookofa   
Hangman，Ithought，and Madam’d me up   
Strangely；  師mI．138）  
（9）Andshecalledher，anOthertime，凡tjace；and   
WOmantlhermostvi01ently．   （PamII．239）  
（10）Ⅰ’ll些匪you，andinherownHouse！  
（Pα肌ⅠⅠ．261）  
“To address as‘madam，．”を表す動詞としての  
‘madam，は，OEDの初例が1622年で，少なくとも  
17世紀から存在する。10確かに，このような品詞転  
換はエリザベス朝に多く，当時の統語的特徴の一つ
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出す者に対する「密告者」に端を発するというのが，  
長きに亘っての通説であった。0月■βは語源につい  
て検証は出来ず，この通説では不十分と見ている。   
ギリシア史における‘‘Oneofaclassofinformers  
inancientAthens”から，比喩的に，“tranげand  
jig．Aninformer，tale－bearer，maliciousaccuser；a  
calumniator，traducer，Slanderer．”という意味に発展  
しているが，現代では廃語である。0且βの初例は，  
比喩的な意味が1537年で，字義通りの方の1579年  
より若干古い。13   
0EDでは3．の定義である“Amean，Servi1e，Cring－  
ing，Orat力ectflatterer；aparaSite，tOady，1ickspittle”  
が，PEにも通用する「（卑劣な）おべっか使い」と  
いう意味である。f，α刑で使用されているのも，こ  
の意味である。以下の（12）では，スピーチの伝達  
部に注目してみたい。Mr．Bのよこしまな企みを後  
押しするMrs．Jewkesが，‘theSycophant’と共に  
‘theprofligateWretch’と言い表されている。  
（12）0，SaidtheSycophant，yOuareVerygOOd，Sir，  
である。Shakespeareにも活用されている。11   
しかしながら，“Toaddressas‘woman，．”を表す  
動詞としての‘woman’については，（9）の一文，即  
ちRichardsonの作品からの引用が，OEDの初例で  
ある。また，（10）の‘wife’の動詞用法は，それ自体  
が稀で，0Ⅲ）にも‘†wi鎚，肌0わ5．γαγe．，と記されて  
いる。用例も三例に留まり極めて少ない上に，その  
寡少な用例も，（10）に見られるような他動詞ではな  
く，全て自動詞である。   
以上のことから，Richardsonは，人を表す語を  
臨時的に品詞転換することで，読者の目を引きつけ  
ようとしたのではないかと推察される。中でも，  
‘Jezebel，の動詞用法は，OED8＝全く言及されてお  
らず，Richardson独自の表現である可能性が高い。  
その意味では，この“Ⅰ’11些you’’は，貴重な例  
と言えよう。  
3．ギリシア起源  
3．1‘Argus’   
Pα別には，聖書のみならず，童話や神話からの  
引喩も多々あり，その中には人への喩えもいくつか  
見られる。例えば，ギリシア語源の‘Argus’は，“A  
mythologicalpersonfabledtohavehadahundred  
eyes．，，というギリシア神話に由来する「百の眼を持  
つアルゴス」なる巨人である。比喩的には“avery  
vigilantperson，aWatCherorguardian．”を表し，  
Pα例の中では，以下の引用（11）のように，Mrs．  
Jewkesに喩えられている。囚われの身のPamelaを  
監視する「厳重な見張り人」という訳である。  
（11）Well，thoughtI，Ihopestill，坐担旦，tObetoo   
hardbrthee．NowAryus，thePoetssay，hadan   
hundredEyes，andwassettowatchwiththemall，   
おShedoes．  （Pα刑Ⅰ．163）  
この引用は0且βの用例となっているが，初例は  
古く，1387年に遡る。12複合形容詞には，“eXtreme－  
1ywatchfulorsharp－Sighted”を意味する‘argus－  
eyed’もある。  
3．2‘Sycophant，  
‘Sycophant，も，同じくMrs．Jervisに喩えられて  
いる。ギリシア語源の語で，字義通りには‘且g－Show－  
er’（“aninformeragainsttheunlawfu1exportationof  
figs”）である。かつて，‘figTtree’は聖なる木で，そ  
の実を国外に持ち出すことは，固く禁じられていた。  
‘Sycophant’とは，その門外不出の実を不法に持ち  
Verybrgiving，indeed！一－Butcome，addedtheprof－  
1igateWretch，Ihopeyouwillbesogood，aStO   
takehertoyourBosom；andthat，bytoTmOrrOW   
Morning，yOu’11bringhertoabetterSenseofher   
Duty！  御用Ⅰ．253）  
他にも，Mrs．Jewkesを表す言い回しには，“a  
WickedProcuress”（PamI．143），“myWickedBed－  
fellow”（PamI．146），“Wo脾in”（PamI．176），“the  
treacherousBrute”（PamI．229），“inhmanTygress”  
（PamI．240），“aVileLondonProstitute’’（PamI．  
244），“aDisgrace ofherSex”（PamI．244），‘‘the  
aggravatingCre ture”（撤／7nI．252），“theabominable  
Designer”（Pα刑Ⅰ．276）等があり，ヴァリエーショ  
ンが豊富である。  
4．価値のないもの  
4．1‘Cipher，   
これまでのセクションでは，Mr．Bとその手下に  
喩えられる表現を中心にまとめてきたが，以下に続  
くセクションでは，主役のPamelaに焦点を当て考  
察していく。   
Mr．Bとの正式な結婚によって身分の上がった  
Pamelaであるが，以下の（13a）では，‘suchaWorm  
asI，’‘apoorworthlessCreature，と並んで，自らを  
‘Cipher’と称している。この‘cipher’は，“Arab．  
thearithmeticalsymbol‘zero’or‘nought”’というア  
ラビア語から，ラテン語経由で古期フランス語に人  
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った語で，「アラビア数字」の意味もある。アブビ  
ア語由来とはいえ，さらなる源泉を辿ると，“The  
ArabicwassimplyatranslationoftheSanscritname  
sunya，1iterally‘empty”’というように，古代インド  
のサンスクリット語である。この点に関して，  
Johnsonには，“fromanorientalroot”と記載されて  
いる。15   
いずれにせよ，字義通りには，‘zero，‥nought’と  
か‘empty，であるが，この「ゼロ」から比喩的に，  
“Apersonwhonllsaplace，butisofnoimportance  
orworth，anOnentity，a’merenothing’．”（OEDの初  
例：1579）という「取るに足らない人（もの）」の  
ことを表す。】6Joんれ50†iの方には，人を表す比喩の  
意味については特に触れていないが，Keynler＆  
Wakely編による0ⅩfordWorld’sClassics版のPam  
の注釈では，Jojmsonの2．の定義である“anarith－  
meticalmark，Which，Standing fornothingitself，  
increasesthevalueoftheotherngures”に己▲及して  
いる。尚，この定義は，0ガβでは1．の定義に当た  
る（初例：1399年）。  
（13a）…．Forelse，WhatisitforsuchaWormasI  
型gSide”（間違った側∋左側）にあるのではな  
く，“Ontherig担Side”（正しい側⇒右側）へ置くこ  
とによって，ゼロという撫価偶の存在が，他の数字  
の価値を倍増できると自らに重ね合わせている。即  
ち，無価値な自分でも，身分の上がったこの地位を  
活かして他者に恩恵を拡げ，その恵みを増していく  
こと，それこそが高い身分にふさわしい務めである  
と，自らに言い聞かせている。   
ちなみに，PEで広く通用している‘cipher’の意  
味は，「暗ぢ一」である。当時，この意味でも使用さ  
れており，実際，JAでは，以下のような例が見ら  
れる。（13b）では，判読不能なギリシア語を指し  
て，「暗号文字」としている。  
（13b）TheClerknowacquaintedtheJustice，that   
amongothersuspiciousthings，aSaPenknife，＆c．   
foundinAdams’s Pocket，theyhaddiscovereda   
Bookwritten，aSheapprehended，inCiphers：for   
no one could read a Wordinit．‘Ay：saysthe  
Justice，‘thisFellowmaybemorethanacommon   
Robber，he may bein a Plot against the   
Government．－－Producethebook．’Uponwhichthe   
POOrManuscriptofjEschyLus，WhichAdamshad   
tramscribedwithhisownHand，WaSbroughtforth；   
andtheJustice，lookingatit，ShookhisHead，and，   
turning to the Prisoner，aSkedthe Meaning of   
thoseCiphers．‘Ciphers！’answeredAdams，‘itisa   
ManuscriptofjEschylus．’  
（JA132）  
4．2‘Gewgaw，  
‘gewgaw’は，その形態から分かるように，l司・  
音節が重複（reduplication）している。これは，円  
本語の場合と同様，口語でよく起こる現象である。  
l司一昔節重複は，特に擬音語・擬態語や幼児語に多  
いが，OEDには，さらに“areduplicatedformation  
SuChasiscommonlyfoundinwordsofcontemptuL  
oussignification．”と記されており，軽蔑的な含み  
のある場合も多いことが分かる。例えば，「つまら  
ないもの」を表す‘trinket，の類語には，‘knick－  
knack，’‘whim－Wham’などがある。  
‘gewgaw’の語源について，JohnsoILには，Saxon  
語（OE））の言葉とフランス語の：ブ0〟α祝ノ’のみ挙げ  
られている。】70EDL＝は，“Etymologyandprimary  
senseuncertain；”と語源不詳としながらも，以卜の  
ように，主に二つの関連件（「楽器」と「けばけば  
しい物」）を推測している。‘H   
tobe exalted！Whatis mysmgleHapplneSS，ifI  
Sufferit，Niggard－1ike，tOeXtendnofurtherthanto  
myself？－－Butthen，indeed，do GodAlmighty’s  
Creatures act worthy of the Blessings they 
receive，Whentheymake，Or ndeavourtomake，  
the whole Creation，SO farasisinthe Circle of  
theirPower，happy！   
GreatandgoodGod！asthouhastinlarg’dmy  
Opportunities，inlargealsomyWill andmakeme  
delightindispenslngtO OthersaPortionofthat  
HapplneSS WhichIhave myselfso pl ntifully  
receiv’dattheHandsofthygraciousProvidence！  
Then shallInotbeuselessinmy Generation！－．  
Then shallInot stand a single Mark ofthy  
Goodnessto apoorworthless Cre ture，thatin   
herselfis ofso poorAccountin the Scale of   
Beings，amere Cipher onthe wrong Side ofa   
Flgure；butshallbeplacedontherightSide；and    
tho’nothing worthin myself，S allgive   
Signifieation by my Place，and multiply the   
BlesslngSIowetothyGoodness，Whichhasdistin－ 
guish’dmebysofairaLot！  U）amII．170）  
上記の独白の巾で，Pamelaは「山けら同然の自  
分」と自らを卑しめ，「取るに足らない存在」であ  
ることを認める ▲方，数字のゼロ（0）も“onthe  
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Pamelaを侮蔑的に喩える際の言い回しである。こ  
の‘speaking，という分詞形容詞は，以下の（16a）  
に見られる‘speakingeyes’のように，表情豊かな名  
詞と結びつくことが多い（（16a）の引用は，0月’β  
の用例となっている）。21‘speakingpicture’という  
コロケーションでは，0Ⅲ）の1635年に例が見られる  
が，とこの旬そのものの意味については，特に言及さ  
れていない。  
Iftheoriginalapplicationbetoamusicalinstru－   
ment，thewordmayhavebeeninve tedasanimi－   
tationofthesound；Cf．Du．gwgagento‘hee－haw ，   
bray．Ontheotherhand，iftheprimarynotion  
WaSthatof‘agaudyo切ect’，thesuggestionmay   
havecomefromthevb．GAW，Withitsvariantsor   
SynOnymSgOW，geu・  
OEDlこおける‘gewgaw，の第一の意味は，“A  
gaudytrifle，Plaything，OrOrnament，aprettythingof  
littlevalue，atOyOrbauble．’’という「見かけ倒しの  
安ピカ物」である。比喩的に人を表す時も，“Used  
Tou）e73，CantheprettyImage  （16a）Says⊥α軸   
IvowshehasspeakingEyes！  軍）eak，Mrs．Jer is？   
げα刑Ⅰ．64）  
ofaperson．”（初例：1634）と，軽  
蔑的に用いられる。川pα例の中でも，改心前のMr．  （16b）’Tis certainthespeakingPicture，Witha11   
Bが，フラストレーションのはけ口としてPamela  
に名付けた侮蔑語である。  
（14）ButtoenterintoavileIntriguewith些ら型！吐   
able Gewgaw，tOfavourherinsobase amanner  
（tosaynothingofhisdisgracefu1Practicesagainst   
me，inSirSimonDarTtfbγdなFamily；OfwhichSir   
Simonhimselfhasinform’dme），isaConduct，   
that，insteadofpreferringtheungratefu1Wretch，   
asIhadintended，Shal1pulldownupOnhimutter   
Ruin．  （PamI．219）  
4．3 ‘Bauble，  
‘bauble’も独特な形態で，OEDCこ“Probablytwo  
originalwordsarehereblended’’と記されているよ  
うに，二語が混成した一一種の加重音節ではないかと  
思われる。意味的にも上述の‘gewgaw’と同じく，“A  
child’splaythingortoy．’’（初例：c1460）や“A  
ShowytrinketorornamentSuChaswouldpleasea  
Child，aPleCeOfnneryoflittleworth，aprettytrifle，  
agewgaw．”（初例：c1320）から，“Achildishor  
foolishperson，aSillytriner．”（初例：a1606）へと  
拡張している。よって，「子供のおもちゃ；安ピカ  
物」から，比喩的に「取るに足らない人」を表す。  
尚，この比喩的な意味の最終例は1728年で，既に  
廃語である。2けpα刑の中では，前述の‘gewgaw’同様，  
Mr．BがPamelaを蔑んで言い表した悪態語である。  
（15）AstothatCollegeNovice，Williams，Ineed   
notbidyou take carehe seesnotthispainted  
thatpretendedInnocenceandBashfu1ness，WOuld   
haverunawaywithhim．  （PamI．219）   
‘picture’の比喩的な意味は，PEでは通常“Avery  
beautifulorpicturesqueottiect．’’という「絵のよう  
に美しいもの（人）」である。但し，0且βの初例が  
1815年で，Pα例の著された時代とは70年余りかけ  
離れているので，この意味での可能性は低い。23ま  
た，この句が使われている（16b）の文脈から判断  
しても，皮肉以外には上記のような意味にはなり得  
ない。   
Keymer＆Wakelyの注釈によると，この句は，  
“i．e．actress，dissembler，’と指摘されている。  
Pamelaの貞淑な振る舞いについて，「芝居がかった  
偽善者；猫かぶり」と非難する表現であると考えら  
れる。確かに，Mr．BのPamelaに対する呼び掛け語  
には，‘Hypocrite，’‘Equivocator’など字義通りの類  
義語もある。この旬について，上記の注釈にはさら  
に，“ThephrasederivesfromSidney’saccount，in  
theDQfbnceQfPoe y，OftheAristotelianconceptof  
mimesis，and recursin eighteenth－Centurydiscus－  
sionofvisualordramatiei11usion”と付記されてお  
り，18世紀の文壇，特に詩人の間で話題に上がった  
ようである。  
4．5‘Fool，sPlaything，   
Mr．BがPamelaを喩える他のヴァT）エーションに  
は，以下の（17）に示した‘Fool’sPlaything’が挙げ  
られる。名詞の‘play’＋‘thi g’の合成語で，文字通  
りには“Athingtoplaywith，atOy．”（OEDの初例：  
1675）であるが，比喩的には“Aman，animal，Or  
thing，treatedasathingtobeplayedwith．”（初例：  
1680）のことを指す。21前述のKeymer＆Wakelyの  
注釈には，‘fool’splaything’は“aproverbialcolloca－  
月α祝わJe；  げα肌Ⅰ．219）  
4．4‘SpeakingPicture，   
以下に挙げる‘speaking Picture’も，Mr．Bが  
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tion”と指摘されているが，0且Dをコーパスとして  
検索すると，このコロケーションの例はない。   
（17）ThiswretchedFbolゝ」叩aything，nOdoubt，is   
readytoleapatanythirtgthatoffers，ratherthan   
expresstheleastSense ofGratitude forallthe   
Benefitsshehasreceiv’dfrommyFamily，and   
WhichIwasdeterminedmore andmoretoheap   
uponher．  帥刑Ⅰ．218）  
最後に，Mr．BによるPamelaへの侮蔑語が列記さ  
れている箇所を，以下に挙げておく。  
（18）Isatruminating，WhenIhadalittlecometo   
myself，upOntheTermsofthiswickedLetter；and   
hadnoInclinationtolookintomyown．Thebad  
Names，拘0ヱ’5月己α封払わ噂，αγ拘JCreα£祝γe，pα宜耽£ed   
Bauble，Gewgaw，軸eakingPicture，are hard   
WordsforyourpoorPamela！andIbegantothink   
WhetherIwasnot ndeedaverynaughtyBody，   
andhadnotdon vi1eThings：   （PamI．221）  
5．まとめと分析  
5．1 コーパスに基づく調査   
さて，Pα別に出現する比喩表現の中で，本稿で  
扱った‘Lucifer，’‘Devil，’‘Jeroboam，＝Jehu，＝Jezebel，’  
‘Argus，＝Sycophant，の各語の頻度を，18世紀の代表  
作と比較するために，以下の［Tablel］に挙げて  
おく。25ここではさらに，18世紀の他の作品から成  
る100万語のコーパスと，19世紀，20世紀の散文そ  
れぞれ100万語のコーパスにおける頻度を，参考ま  
でに調べておきたい。26その結果を［Table2］に  
（A：頻度，B：100万語中の生起率）  【Tablel】  
Lucifer  Devil  Jeroboam  Jehu  Jezbel  Argus   Sycophant  
A  B  A  B  A  B  A  B  A  B  A  B  A  B   
〟F（1722）   0  0  22  161，1  0  0  0  0   0  0 0  0  0  0   
タα椚（1740）   9  40．4  8  35．9  ロ  4．5  口  4．5  9  40．4  2  9．0  口  4．5  
βねα刑（1741）   0  0   3  204．5  0  0  0  0   0  0 7 00    0  0   
JA（1742）   0   0  0  0  0  0  0   
月αざ（1756）   0  0   0  0  0  0  0   0   0  0  0  0  0  0   
ⅤⅣ（1766）   0  0   ロ  15．9  0  0  0  0  0  0  0  0   
ガC（1771）  0   0  32  209．5  0  0  O  6．5  0  0  0  0   
ガ即e（1778）   0  0  14  91，6  0  0  0  0   ロ  6．5  0  0  0  0   
【Table2】  
100万語（18c）  2  2．0  102  102．0  0  0  0   0  0  0  7  7．0   
100万語（19c）  ロ  1．0  64  64．0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  0   
100万語（20c）  0  0  89  89．0  0  0  0  0   2  2．0   0 0  0  
併記しておく。   
上記の表から，Pα椚で使用されている語の生起  
率は， ‘De扇1，以外では，時代を問わず限りなくゼロ  
に近いということが分かる。但し，‘Jezebel，は一回  
ずつではあるが，ガCとガγeに使用されているおり  
（ガCの例は，Ogβの用例となっている），さらに，  
20世紀のコーパスにも二例見られる。また，‘syco－  
phant’も18世紀の100万語のコーパスには七例見ら  
れる。よって，当時は特殊な語ではなかったと考え  
られる。  
19世紀のコーパスに一例見られる‘Lucifer，につい  
て，OED8＝は，魔王（Satan）の意味では“Now  
ra柁inserioususe；”と記されている。PEでは，“aS  
proudasLucifer”という旬以外では，余り用いられ  
ない。一方，‘Devil’の生起率は，どの時代にも高い  
が，（作品差があるとはいえ）特に18世紀に高いよ  
うである。その中にあって，Pα別における‘Devil，  
の生起率は低い。   
5．2 「理想像」vs．「あるがままの人物像」   
Pαmには，聖書，イソップ童話，ギリシア神話か  
らの引喩や，当時の諺が随所に織り込まれている。  
また，Shakespeareからの一節や「I．ucretiaの陵辱」  
の伝承について，さらに，Keymer＆Wakelyの注釈  
によると，Foxeの月00たげ〃αγ£財γざ（1563）や  
Dryden翻訳のVirgilのAeneid（1697），Popeの  
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に出すことで，作品全体の品格が，ある一定線から  
下げられずに保たれている。  
5．3 名が象徴するもの   
まず，宗教的な響きを持つJosephという名であ  
るが，以下の引用（20）からも察せられるように，  
「創世記」（Genesis）に登場するヨセフにちなんで  
いる。27主人の妾の言い寄りを堅固に拒んだことで  
投獄される人物として知られるが，JAの中では，  
故Booby卿の未亡人の誘惑に屈しなかった為に，  
邸を追い出される。  
（20）．，．IhopeIshallcopyyourExample，andthat   
OfJoseph，my Name’s－Sake；and maintain my   
VirtueagalnStallTemptations．  （JA41）  
最終的にはMr．Bを受け入れ，玉の輿となった  
Pamelaに当て付けたものであるが，Fieldingの攻撃  
は，「名は人の体を表す」と言われるこの名に始ま  
る。ヒロインの洗礼名‘Pamela，からShamelaを，  
姓‘Andrews’からJos印hAndrewsなるパロディを，  
それぞれ生み出した。前者は，言うまでもなく，  
‘sham（偽の）’＋‘Pamela’の混成した造語であるが，  
後者は，「道化；香具師の手先」を意味する‘merry  
andrew，に由来すると思われる。Johnsonにも，“A  
bufbon；aZany；ajackpudding：’と記載されている。28  
この名について，JA本文には，以下のように導入  
されている。  
（21）Butitisneedlesstoobserve，thatAndrew   
hereis writ without an s，andis，besides，a   
ChristianName．MyFriendmoreovercoItjectures   
this to have been the Founder of that Sect of  
laughing Philosophers，Since called Merry   
A†乙dγeⅧ5．  〔〟L17）  
gわ宜ぶα£oAむe～αγd（1717），me月αpe q′抽eエocた  
（1712），MiltonのCoγ托≠ざ（1634）などからの一節を  
灰めかす箇所もある。   
4，1で考察した‘Cipher，の喩えなども，古くは中  
英語（ME‥MiddleEnglish）の時代に遡り，OEDにも，  
Shakespeareの作品を含め，以下の例がある。  
（19a）Althohgha車重些inaugrimhavenomight  
insignincationofitselve，yetheyevethpowerin   
Signi且cationtoother．  
（C14007セざf．エ0γeii．（1560）286b／1）  
（19b）LikeaCypher（Yetstandinginrichplace）I   
multiplyWithonewethankeyou，manyth usands  
moe，Thatgoebeforeit．  
（1611Shakes．Wint．Ti．ii．6）  
上記は，引用（13a）で述べたPamelaの喩えと同  
じである。よって，Pamelaの喩えはオリジナルと  
言うよりも，過去の優れた文学作品を読破した賜物  
と言ったところであろうか。   
Pamelaは，この豊かな知識の引出しから，Mr．B  
とその手Fのみならず，自らを多様な比喩で表現し  
ている。その言葉は，わずか15，16歳の小間使い  
の女中が身に付けたものとは思えないほど深い学識  
に裏打ちされた知性あふれる表現に富み，むしろ不  
自然に映ると言わざるを得ない。その不自然さが，  
Fieldingの攻撃精神に火を付けたのか，Shamelaで  
は，あくまで低俗な口語体に終始徹底し，上瓶α肋egα  
ほど低俗ではない血ざ印ねAγもdγeWざの主役が語る言  
葉も，知識人を思い起こさせる箇所は殆どない。美  
しさにおいては“shehadanaturalGentility，Superior  
totheAcquisitionofAれ”（tL4137）と言匝われる恋人  
Fannyも，読み書きにおいてはPamelaとは正反対  
に，“pOOrmnnyCOuldneitherwrit norread”（JA  
43）と文盲であり，これこそが当時の下層階級の女  
性の「あるがまま」の姿を映し出したものである。   
もっとも，Josephの語る言葉がより自然である  
からと言って，JAの作品に知性・教養が感じられ  
ないという訳ではない。f）α削では書簡体であるが  
故に一人称であった語りの形式が，JAでは三人称  
の語り手に代わり，Josephの言葉を通さずとも，  
作者自身の声によって，英知に満ちた高尚な表現を  
いくらでも差し挟むことができる。さらに，その登  
場場面，スピーチの多さから，事実上は主役と言っ  
ても過言ではないParsonAdamsの役目も大きい。  
彼がアイスキュロス（Aeschylus）を始めとするギ  
リシア，ローマの古典文学，史学を随所で引き合い  
終わりに   
Richardsonは，Pamelaに無比の美貌と婦徳に，  
類い稀なる知性を加え，周囲の者が崇める像の如く  
描いている。謂わば，古典主義的教養を有する当時  
の理想像として描かれている。その教養の高さを裏  
付けるために，Pα刑には，過去の優れた文化遺産  
への言及がしばしば見られ，ヒロインが人を喩える  
多種多様な表現へと結びついている。また，  
Richardsonは，‘Jezebel，のような名詞を，臨時的に  
動詞として用いている。長編小説において，ともす  
れば単調になりがちな文体に変化を添え，より印象  
的に訴えようとしたのではないかと察せられる。尚，  
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臨時語については，今後の課題として考えている。   
人を表す言葉は数限りないが，次回からは，悪態  
語・侮蔑語とは逆の親愛語，さらには，職業，立場，  
年齢，性別などといった社会的要因によって異なる  
呼称表現について，18世紀の文学作品全般を資料  
に，調査・分析を続けていきたい。  
注：  
1．本文に直接示してしているもの以外の略語は，   
以下の通りである。  
a：ante，‘before，’‘notlaterthan’／a．，a4i．：adjective  
／app．：apParently／Amer．：America，American／   
Arab．：Arabic／c：Circa，‘about’／C∴Century／collリ   
COlloq．：COlloquial，－1y，－ism／corresp．：COrreSpOnd－  
ing（to）／Dev．：Devonshire／dial．：dialect，一al（ly）／   
Ex：from，derivedfrom／jig．：凸gurative，－1y／Ibid．：   
Ibidem／Isa．：Isaiall．／Lan．：LanCaShire／mod．Icel．：   
ModernIcelandic／MSw：Middle Swedish／n．：   
noun／obs．：Obsolete／occas．：OCCaSionally／Perh．：   
Perhaps／ppl．a．：Participialadjective／repr．：rep－   
resentative，repreSenting／Rev．：Revelation／sb．：   
Substantive／s．Cy．：South Country／Som．：   
Somersetshire／s．v．：Sub voce，‘undertheword’／  
lranげtransferred sense／v．，Vb．：Verb／War．：   
Warwickshire／wd：WOrd〟†：Obsolete   
Shakes．：Shakespeare   
7セ5f∴7セ5£α7花e彿£   
削れf．r∴耶脱£eγゝmたe  
2．cf．OED，S．V．‘Lucifer，’2．b．“allusively．Onewho   
COmmits the sin ofLucifer，i．e．who seeks to   
dethrone God；OCCaS．appliedto one whopre－   
SumPtuOuSlyrebelsagainstanearthlysoverelgn．”  
（初例：1549）。この定義では，最終例が1618年   
で，現代では廃語である。  
3．以下，下線部は全て筆者による。また，各引用   
文の出典は，TEXTSの項を参照。  
4．OED，S．V．’Devi1，’4．b．”Inlateruse，SOmetimes，   
merelyaterm ofreprobation or aversion；also   
playfully connoting the qualities of mischievous 
energy，ability，CleverneSS，knavery，rOguery，reCk－  
1essness，etC．，attributedtoSatan．”この定義の初   
例は，1601年のShakespeareのTueUthNightか   
らであるが，女性を喩えている例も，Sheridanの   
乃e戯γα～s（1775）から引用されている。  
5．OED，S．V．‘scratch，，n．22．  
6．EDD，S．t，．‘SCRATCH，，sb．4【Lan．War．s．Cy．Som．   
Dev．andAmer．］  
7．DS【甘，S．t，．‘Scratch．’  
8．0且∂，5．肌‘scrat，，脱．12．  
9．Uhrstr6m（1907：110）の“ThouwasinRichardson’s   
timestillusedasaconndentialwordofaddressto   
h飴riors，betweenveryintimatefriends，insentences   
Ofpathetic content，andinexpressionsofanger   
andcontempt．”を参照。  
10．“十AIsowithup．”と付記されているように，‘up’   
との共起は廃用法である。尚，この（8）の一文   
は，0且∂の用例となっている。  
11．Brook（1976）を参照。  
12．0且D，5．肌‘Argus，’1．  
13．OED，S．V．‘sycophant，’n．2．  
14．OED，S．V．‘cipher，’n．3．  
15 Johnson，S．t，．‘CIPHER，’n．  
16．0且D，S．肌‘cipher，’脱．2．乱  
17．Johnson，S．V．‘GEWGAW，’n．  
18．0且β，5．肌‘gewgaw．’  
19．乃宜d．s．乱1．a．＆c．  
20．OED，S．V．‘bauble，’2．，3．，＆5．b．  
21．OED，S．t，．‘s eaking，’ppl．a．2．b．  
22．Jわ宜d．2．a．  
23．OED，S．t，．‘picture，’n．2．h．  
24．OED，S．V．‘plaything，’1．b．  
25．本稿で扱っているコーパスは，基本的には  
‘Project Gutenberg’を利用 しているが，  
‘Gutenberg’にないコーパスについては，‘online－   
books．1ibrary．upenn．edu’か‘UniversityofVirginia   
Library，で一般向けに提供されているコーパスを   
使用している。比較のために使用した18世紀の   
作品とその略号を，以下に示す。  
Def e，D．：Mounanders（1722），MF  
Johnson，S∴月αS5e～αS（1756），月αS   
Goldsmith，0．：T7LeⅥcarQfW互k所eld（1766），ⅤⅣ   
Smollett，T．：軌ゆeyClinker（1771），ガC   
Burney，F．：Evelina（1778），Eve  
26．100万語のコーパスにおける18世紀から20世   
紀の作品は，以下の通りである。20世紀は前半   
に出版されたものに限ったのは，1950年以降の   
作品には著作権の問題が関わり，コーパスの入手   
が困難なことに拠る。尚，Orwellの作品には  
‘PrqjectGutenbergofAustralia，を，Sheridanの作   
品には‘UniversityofVirginiaLibrary’を，Lennox   
の作品には‘onlinebooks．1ibrary．upem．edu’が掟   
供している電子テキストを利用している。   
＜18c＞   
Swi氏，J∴Am～eq′α乃沌（1704）   
Defoe，D．：RobinsonCmLSOe（1719）  
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5£0γ豆e5（1922）   
Wodehouse，P．G．：RightHo，Jbeves（1934）   
Orwell，G．：NineteenEighty－Ebur（1949）  
27．「創世記」第39章参照。  
28．Johnson，S．V．‘MERRY－ANDREW，’n．  
TEXTS  
Fielding，H．（1742）77LeHistory QfAdventures Qf  
Joざep九Aγ乙dγe榔ぶα湿dq′九ね靴e柁d肋．Aわγα九α刑   
Adams，D．Brooks－Davies（ed，），0Ⅹford：0Ⅹford   
UniversityPress，1988．  
＝－－－－－－－－－－－ ．（1741）AれApo～og〃ノbγ抽eエ腑q／肋．   
ShamelaAnd柁WS（1741），D．Brooks－Davies（ed．），   
0Ⅹford：0ⅩfordUniversityPress，1988．  
Richardson，S．（1740）Pamela；0γ1VirtueRewarded，   
The Shakespeare Head Edition of the Novels of 
SamuelRichardson，Vol．I．＆Vol．II．Basil   
Blackwell，Ox払rd，1929．  
－…－－－－－－－－－ ．（1740）Pα肋eJα；0γ，mγ乙祝e月eⅧαγded，T．   
Keymer＆A．Wakely（eds．），0Ⅹford：0Ⅹford   
UniversityPress，2001．  
E－TEXTS  
PrqjectGutenberg：   
http：〟www．gutenberg．org／wiki／Main＿Page  
PrqjectGutenbergofAustralia：   
http：〟gutenberg．net．au／index．html  
Onlinebooks．1ibrary．upenn．edu：   
http：〟onlinebooks．1ibrary．upenn．edu／  
UniversityofVirginiaLibrary：   
http：〟etext．1ib．virginia．edu／  
REFERENCES  
Brook，G．L．（1976）7恥eエαれg≠αタeq／g九α加叩eαγe．   
AndreDeutsch，London．  
Johnson，S．（1755）A月忌c£官0†lαγ〃q′乙九e且れクエ宜ざ九   
Lan9uage．GeorgOlmsVerlagsbuchhandlung（rpt．  
1968），London＆Hildesheim．  
小西友七他編．（［1973］19942）『ランダムハウス英   
和大辞典』，小学館，東京．  
松田徳一一郎他編．（［1984］19992）『リーダーズ英和   
辞典』，研究社，東京．  
Partridge，E．（［1937］1961S）ADictionaryqfSlang   
and U柁COnVentionaLEnglish．Routledge＆Kegan   
PaulLtd（rpt．1974），London．  
Simpson，）．A．＆E．S．C．Weiner，eds．（【1884－1928】  
19892）TheOこぢft＞rdEnglishDictionary．Clarendon   
Press，0Ⅹford．及びOEDOnline．  
nelding，H∴Jo†lα肋α湿W£gd（1725）  
Haywood，E．F．：Lifb’s Progress t rough the   
Pαざざわ湿5；0γ，乃eA（～γe耽£祝柁ざqf肋£≠m（1748）  
Fielding，S．：T7te Governess；Or，LittleFemale   
Acαde肋〃（1749）  
Lennox，C．：77LeLifbQfHaγriotStuart，Wriuen   
わy月β相好（1750）（Vol．Ⅰ．）  
Smo11ett，T．G．：77LeAdventures qf．SirLauncelot   
G柁αγe5（1760）  
Sheridan，F．：Memoirs QfMiss SidneyBidulph  
（1761）Vol．1．  
Walpole，H．：T7LeCastleQf．Otranto（1764）  
Sterne，L．：ASentimentalJoumey（1768）  
Brooke，F．：meガね£0γ封q′β刑i£y〟0γ乙£αg≠e  
（1769）  
Mackenzie，H∴乃′eManQfFbeling（1771）  
Reeve，C．：77teOldEnglishBaroγ乙：aGoth Sto y  
（1777）  
Bumey，F∴Cec宜gぬ（1782）（Vol．Ⅰ．）．  
Inchbald，Mrs∴ASimpleStory（1791）（Vol．I．，II．＆   
Vol．ⅠⅠⅠのCh．ⅠⅠⅠまで）  
＜19c＞  
Thackeray，W．M．：77LeLuck qf．Barry Lyndon  
（1844）  
Bronte，E∴WutheringHeights（1847）  
Gaskell，E．C．：CraYtfbrd（1851－53）  
Dickens，C．：助rd77mes（1854）  
Meredith，G．：T7LeShavingQfShagpat（1856）  
Eliot，G．SilasMamer（1861）  
Tro1lope，A．：NinaBalatka（1866－1867）  
Lytton，E．B．：T7LePower qfthe Coming Race  
（1870）  
Hardy，T．：UYidertheGreenwoodγree（1872）  
Butler，S．：Erewhon，OrOvertheRange（1872   
Collins，W．：77LeNewMagdalen（1873）  
Stevenson，R．L．：Acrossthemain （1879）  
＜20c＞  
Forster，E．M．：Howa7dsEnd（1910）  
Chesterton，G．K．：Manalive（1912）  
Bentley，E．C．：7yentbLastCase（1913）  
Joyce，J．：β祝わ～i≠e柑（1914）  
Maugham，W．S，：T7LeMooγ乙andSixpence（1919）  
Huxley，A．：仇，0γ托eiセ～Jo棚（1921）  
Rohmer，S．：BatWing（1921）  
Lawrence，D．H．：AaronbRod（1922）  
Christie，A．：77LeSecretAdversary（1922）  
Woolf，Ⅴ∴血coわ’5月00†柁（1922）  
Mansfield，K．：The Garden Party and ther  
－ 83 －   
脇本 恭子  
竹林滋他編．（［1927］20026）『研究社新英和大辞   
典」】，研究社，東京．  
Uhrstr6m，W．（1907）Studies on theLanguageQf   
SamuelRichardson．Almqvist＆Wiksell，Upsala．  
Wright，］．ed．（1898－1905）TheEnglish Dialect   
Dictionary．6voIs．0ⅩfordUniversity Press，   
London．  
77LeHoly Bible：AuthorizedKingJamesVersion．   
0Ⅹford niversityPress，London，NewYork＆   
Toronto．  
－ 84－   
